
―津山市教育委員会だより― 平成２４年３月〈第９号〉 

居原田洋子 

教育委員長 

教
育
委
員
長 

就
任
ご
あ
い
さ
つ

 

幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
の
開
催 

 

工夫を凝らした実践保育を研修 

 

 

 

  

日
頃
よ
り
皆
様
に
は
、
教
育

行
政
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
ご

協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

10
月
１
日
付
け
で
教
育
委
員

長
に
再
選
任
さ
れ
、
ま
た
、
森

尚
美
委
員
が
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
使

命
と
責
任
の
重
大
さ
を
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。 

 

津
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
津
山

市
学
校
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
「
学
力
向
上
」「
生
徒

指
導
・
不
登
校
支
援
」「
特
別
支

援
教
育
」
を
柱
と
し
て
、
学
校

教
育
の
充
実
及
び
学
校
力
の
向

上
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
学
力
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
実
施
さ
れ
た
全
国
及
び

岡
山
県
の
「
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
結
果
を
み
る
と
、
や
や

上
向
き
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
各
学
校
が
、
こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
改
善
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
「
確
か
な
学
力
」
を
保

障
す
る
た
め
の
落
ち
着
い
た
学

習
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

こ
と
や
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。 

こ
の
こ
と
が
、
着
実
に
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
津
山
市
の
子
ど

も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育

む
た
め
、
学
校
と
教
育
委
員
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

11

月
13

日
倉
敷
市
に
於
い

て
、
平
成
25
年
度
岡
山
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
研

修
会
が
、
11
月
20
日
鏡
野
町
に

於
い
て
、
美
作
地
区
市
町
村
教

育
委
員
会
連
絡
協
議
会
教
育
委

員
秋
季
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
ま
し
た
。 

岡
山
県
教
育
委
員
会
か
ら
学

力
の
現
状
と
問
題
行
動
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
の
説
明
の
後
、

「
学
力
向
上
や
問
題
行
動
」「
落

ち
着
い
た
学
習
環
境
づ
く
り
」

「
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
学
習

支
援
」
の
３
部
会
に
分
か
れ
、

県
教
育
委
員
と
市
町
村
教
育
委

員
が
教
育
行
政
の
施
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
ケ
ニ
ア
に
赴
任
さ
れ
た
倉

敷
市
立
連
島
中
学
校
の
先
生
の

ご
講
演
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

 

現
実
的
課
題
へ
の
実
践
的
取

り
組
み
に
対
し
て
多
面
的
、
総

合
的
に
探
求
し
、
支
援
す
る
体

制
の
構
築
や
、
学
校
と
家
庭
地

域
社
会
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

図
り
な
が
ら
、
実
践
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。 

   
 
 

〜
院
庄
幼
稚
園
〜 

  

平
成
25
年
度
岡
山
県
国
公
立

幼
稚
園
研
究
会
美
作
支
部
幼
稚

園
教
育
研
究
大
会
・
平
成
24
・

25
年
度
津
山
市
幼
稚
園
教
育
研

究
大
会
」
を
10
月
30
日
に
院
庄

幼
稚
園
で
開
催
し
ま
し
た
。 

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
小

学
校
・
行
政
関
係
者
等
147
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
岡
山

大
学
大
学
院
住
野
好
久
教
授
、

美
作
大
学
芦
田
愛
五
准
教
授
を

は
じ
め
、
各
担
当
課
職
員
の
指

導
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
参
加

者
全
員
で
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

 
院
庄
幼
稚
園
で
は
、
保
育
者

が
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
姿
か

ら
個
の
育
ち
を
捉
え
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
発
達
や

特
質
に
応
じ
た
仮
説
を
立
て
、

具
体
的
な
援
助
や
環
境
構
成
を

工
夫
し
て
保
育
実
践
に
努
め
ま

し
た
。 

当
日
は
、
保
育
者
の
寄
り
添

う
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
進
ん
で

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
生
き
生

き
と
活
動
す
る
子
ど
も
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
は
自
ら
選
ん
だ
課

題
（
興
味
・
関
心
）
で
学
ぶ
こ

と
」
や
「
ね
ら
い
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
主
体
性

と
保
育
者
の
意
図
で
活
動
を
創

り
出
す
こ
と
」
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
年
３
月
に
策
定
し

た
「
津
山
市
に
お
け
る
就
学
前

教
育
・
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
活
用
し
、
見
通
し
を
も
っ
た

指
導
に
取
組
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

 

教
育
委
員
が
各
種
研
修
会
に

出
席
し
ま
し
た 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中 

「全
国
及
び
岡
山
県
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」の
結
果 

 

平
成
25

年
度
学
力
向
上
げ
ん
ぽ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
支
援
事
業 

 

〜
東
小
学
校
の
実
践
研
究
〜  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

積極的に授業に取組む子どもたち 

   

教材提示装置を活用した授業 

授業後の教職員による活発な協議 

    
 

  

津
山
市
で
は
学
力
向
上
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

４
月
に
実
施
し
た
「
全
国
及

び
岡
山
県
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
検
証
結
果
を
お

知
ら
せ
し
、
説
明
責
任
を
果
た

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
た
め
、
本
市
の
状
況
及

び
各
小
・
中
学
校
ご
と
の
改
善

プ
ラ
ン
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

津
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

検
索
窓
に
「
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
と
入
力
し
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 
 

 

 
 
 

   
 
 

 

津
山
市
立
東
小
学
校
は
、
平

成
25
年
度
学
力
向
上
げ
ん
ぽ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
支
援
事
業
の

研
究
指
定
を
受
け
、
実
践
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

10
月
29
日
に
は
、
研
究
主
題

を
「
共
に
学
び 

喜
び
と
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
授

業
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
国
語

科
に
お
け
る
思
考
力
・
表
現
力

を
高
め
る
た
め
の
指
導
法
に
つ

い
て
授
業
公
開
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 授

業
実
践
に
お
け
る
「
学
び

合
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究

は
、
学
校
現
場
の
関
心
も
非
常

に
高
く
、
市
内
外
か
ら
70
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

 

大
学
の
研
究
者
や
大
学
附
属

小
学
校
の
実
践
者
を
お
招
き
し
、

よ
り
広
い
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
っ
て
お
り
、
研
究
の

方
向
性
や
深
化
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。 参

加
者
か
ら
は
「
校
内
全
体

の
雰
囲
気
が
良
く
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
学
ん
で
い
る
」「
全
学

年
全
学
級
公
開
は
先
生
方
の
真

摯
な
取
組
を
感
じ
た
」「
授
業
方

法
や
学
び
方
が
共
有
化
さ
れ
て

研
究
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
」

等
、
学
校
全
体
の
研
究
姿
勢
を

高
く
評
価
す
る
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

子
ど
も
の
実
態
を
も
と
に
、

確
か
な
実
践
の
手
ご
た
え
を
踏

ま
え
て
作
成
さ
れ
た
「
東
小
国

語
科
授
業
ス
タ
イ
ル
（
物
語

文
・
説
明
文
）」
は
、
本
研
究
の

成
果
と
し
て
、
今
後
の
授
業
実

践
に
つ
な
が
る
学
校
の
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。 

  

「
岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

情
報
教
育
研
修
講
座
」

 

〜
院
庄
小
学
校
〜 

  

院
庄
小
学
校
で
は
、
岡
山
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
情
報
教
育

研
修
講
座
と
津
山
市
小
・
中
学

校
情
報
教
育
研
修
講
座
を
兼
ね

て
11
月
22
日
、
「
自
ら
考
え
、

伝
え
合
う
授
業
作
り
」
〜
言
語

活
動
の
充
実
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

〜
を
研
究
主
題
に
授
業
公
開
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

市
外
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、

津
山
市
小
・
中
学
校
か
ら
各
校

１
名
が
参
加
す
る
中
、
第
２
学

年
の
算
数
科
「
か
け
算
」、
第
５

学
年
の
社
会
科
「
日
本
の
工
業

の
特
色
」
の
授
業
公
開
が
あ
り

ま
し
た
。 

教
材
提
示
装
置
や
フ
ラ
ッ
シ

ュ
型
教
材
を
活
用
し
、
児
童
の

学
習
意
欲
を
か
き
立
て
る
と
と

も
に
基
礎
基
本
の
確
実
な
習
得

を
目
指
し
た
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

 

ま
た
、
そ
の
後
の
授
業
反
省

会
で
は
、
研
究
主
題
に
則
し
て

焦
点
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

型
授
業
反
省
会
が
行
わ
れ
、
院

庄
小
学
校
教
職
員
と
参
加
者
に

よ
る
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

 

  

最
後
に
、
今
年
度
、
院
庄
小

学
校
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
片

山
指
導
主
事
の
講
義
で
は
、「
持

続
可
能
で
、
日
常
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
意
義
」
と
題
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
が

深
ま
る
講
義
を
い
た
だ
い
た
と

と
も
に
、
院
庄
小
学
校
の
『
凡

事
徹
底
』
に
よ
る
日
々
の
指
導

の
成
果
に
つ
い
て
も
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
に
と
っ
て
、
院
庄
小

学
校
の
学
校
力
を
感
じ
、
今
後

の
実
践
の
参
考
と
な
る
取
組
を

吸
収
で
き
る
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 



親子で楽しみながら作りました☆ 

国指定重要文化財となった本源寺 

（仮称）津山市東部学校給食センター 

筒井先生によるメディアの注意点の講座 

 
 

   

 

 

津
山
市
学
校
給
食
施
設
等
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
草
加
部

地
内
に
（
仮
称
）
津
山
市
東
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
鉄
骨
造
一
部

３
階
建
て
、
延
床
面
積
３
，
７
７

９
．
４
４
㎡
、
５
，
５
０
０
食
／

日
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
）
を
建
設

し
て
い
ま
す
。 

 

 

平
成
26
年
の
２
学
期
か
ら
、

市
内
東
部
地
域
へ
学
校
給
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
新
セ
ン
タ

ー
の
み
に
設
置
さ
れ
る
炊
飯
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
市
内
全
小
・
中
学

校
へ
米
飯
を
供
給
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

新
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
食
を
調
理
す
る
専
用
調

理
室
や
、
同
時
に
２
献
立
の
調
理

を
可
能
と
す
る
作
業
ラ
イ
ン
を

設
置
す
る
な
ど
、
現
在
、
改
修
中

の
戸
島
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
市
内
の
児
童
・
生
徒
に
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
お

届
け
す
る
準
備
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。 

学
校
給
食
事
業
の
一
層
の
進

展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
者
皆
様
の
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 

  

 

 
 
 

今
年
度
、
公
民
館
や
学
校
、
地

域
が
協
働
し
て
進
め
る
「
公
民
館

等
を
活
用
し
た
津
山
市
地
域
連

携
型
家
庭
教
育
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
つ
と
し
て
、
11
月
24

日(

日)

に
二
宮
公
民
館
で
「
親
子

で
考
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き

合
い
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

ま
ず
、
松
尾
直
光
小
児
科
医
院

長
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
人
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
や
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
一

方
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
そ
の
能

力
を
十
分
に
伸
ば
せ
な
い
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

続
い
て
、
環
太
平
洋
大
学
の
筒

井
愛
知
先
生
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ケ
ー
タ
イ
、
家
庭
用
の
ゲ

ー
ム
機
な
ど
に
潜
む
危
険
性
や
、

依
存
し
過
ぎ
る
と
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
も

紹
介
さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

 

内
閣
府
の
定
め
る
家
族
の
週

間
（
11
月
10
日
〜
23
日
）
に
合

わ
せ
、
11
月
16
日(

土)

に
、
勝

北
陶
芸
の
里
工
房
、
久
米
ふ
れ
あ

い
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
、
親
子
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

親
子
で
協
力
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
や
お
皿
、
置
物
な
ど
独
創

的
で
素
晴
ら
し
い
作
品
を
次
々

と
完
成
さ
せ
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

作
品
は
、
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ

た
後
、
電
気
窯
で
焼
き
上
げ
ま
す
。

 

 

親
子
で
作
っ
た
世
界
に
一
つ

の
素
敵
な
作
品
、
焼
き
上
が
り
が

楽
し
み
で
す
。 

 

 

 

 

 

津
山
市
小
田
中
所
在
の
本
源

寺
が
、
８
月
７
日
付
け
で
国
指
定

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。 本

源
寺
は
臨
済
宗

り
ん
ざ
い
し
ゅ
う

妙
心
寺
派

み
ょ
う
し
ん
じ
は

の
寺
院
で
、
津
山
城
主
森
家
の

菩
提
寺

ぼ

だ

い

じ

と
し
て
、
現
在
の
境
内
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

境
内
中
央
に
本
堂
、
東
に
庫
裏

く

り

が
建
ち
、
本
堂
北
西
に
は
森
家
の

墓
石
が
並
び
、
霊
屋

た

ま

や

と
霊
屋

た

ま

や

表
門

お
も
て
も
ん

が
あ
り
ま
す
。
本
堂
は
慶

長
12

年(

1607

年)

に
上
棟
さ
れ

た
方
丈
型
の
本
堂
で
、
屋
根
は

入
母
屋
造

い
り
も
や
づ
く
り

、
桟 さ

ん

瓦
葺

か
わ
ら
ぶ
き

で
す
。
正

面
な
ど
は
改
変
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
柱
や
梁
組
な
ど
の
主
要
構
造

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定 

〜
「本
源
寺
」

 

〜 

公
民
館
等
を
活
用
し
た 

「
津
山
市
地
域
連
携
型
家
庭

教
育
支
援
事
業
」

 

「親
子
陶
芸
教
室
」

 
 
 

楽
し
く
創
作
活
動 

平
成
26
年
2
学
期
稼
働 

「
（
仮
称
）
津
山
市
東
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
」建
設
中  

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

市 

教 

委 



陶棺シンポジウム 

お気に入りの本の紹介を競いました！

日独のたくさんの仲間が触れ合いました 

は
当
初
の
様
子
を
よ
く
留
め
て

い
ま
す
。 

慶
長
期
に
さ
か
の
ぼ
る
方
丈

型
の
本
堂
を
中
心
と
し
て
、
庫
裏
、

中
門
や
、
森
家
代
々
当
主
を
祀
る

霊
屋
な
ど
、
江
戸
前
期
ま
で
に
整

備
さ
れ
た
建
造
物
が
一
体
で
残

さ
れ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
大

名
家
菩
提
寺
と
し
て
建
て
ら
れ

た
臨
済
宗
寺
院
建
築
の
初
期
の

遺
構
と
し
て
価
値
が
高
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

美
作
国
建
国
1300
年
記
念
事
業

「
陶
棺
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

美
作
の
陶
棺
展
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
10
月
27
日(

日)

に
勝
北
文

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し

ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
津

山
市
新
野
山
形
所
在
の
水
原
古

墳
か
ら
出
土
し
た
陶
棺
を
モ
デ

ル
に
復
元
し
た
陶
棺
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
陶
棺
は
勝
北
陶
芸
の
里

で
、
雄
杉
会
会
員
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
得
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
「
陶
棺
の
謎
に
迫
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
岡
山
大
学
大
学
院

光
本
順
准
教
授
、
奈
良
県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所
絹
畠
歩
技
師
ほ

か
に
よ
る
講
演
会
や
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
約

200
人
の
来
場
者
は
、
陶
棺
の
製

作
背
景
や
、
被
葬
者
像
な
ど
に
つ

い
て
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

  

 

 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

40
年
前
か
ら
ド
イ
ツ
と
の
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

約
120
名
の
ド
イ
ツ
団
員
が
、
約

20
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。 

 
 

中
国
地
方
へ
は

16

歳
か
ら

19
歳
の
10
名
が
岡
山
県
、
山
口

県
、
広
島
県
の
３
県
を
各
４
泊
５

日
で
訪
問
し
ま
し
た
。 

最
初
の
訪
問
県
で
あ
る
岡
山

県
は
、
津
山
市
が
25
年
ぶ
り
に

受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。 

最
初
の
２
日
間
は
、
津
山
市
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
70
名
と
共

に
小
豆
島
へ
渡
り
、
土
庄
町
と
の

交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
寒
霞

渓
夏
祭
り
視
察
、
海
水
浴
、
地
引

網
、
う
ど
ん
作
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

津
山
市
で
は
、
鶴
山
公
園
散
策

や
津
山
商
業
高
校
に
て
書
道
・
弓

道
の
体
験
や
、
高
校
生
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

ド
イ
ツ
団
員
は
最
初
の
訪
問

県
と
い
う
こ
と
で
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
時
間
を
正
確
に
守
り
、

真
面
目
で
あ
り
、
朗
ら
か
で
接
し

や
す
く
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

 

ほ
ん
の
数
日
間
で
し
た
が
、
今

回
の
交
流
を
通
し
て
日
独
双
方

の
参
加
者
に
は
た
く
さ
ん
の
思

い
出
と
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
ま
し

た
。 

 

 

 

〈
第
１
回
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
〉 

10

月
13

日(

日)

に
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。 

津
山
交
響
楽
団
弦
楽
四
重
奏

の
皆
様
に
よ
る
「
カ
ノ
ン
」
や
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
の
演
奏
が

図
書
館
内
に
響
き
渡
り
、
読
書
の

手
を
と
め
て
聴
き
入
る
利
用
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

第
２
回
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
３
月
23
日(

日)

に
邦

楽
で
琴
と
尺
八
の
演
奏
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

〈
第
１
回
知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
〉 

 

10
月
26
日
（
土
）
に
知
的
書 

評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
発
表

者
が
読
ん
で
面
白
か
っ
た
本
を

持
ち
寄
っ
て
１
人
５
分
間
で
書

評
を
言
い
合
い
、
会
場
の
皆
さ
ん

が
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
を

投
票
で
チ
ャ
ン
プ
本
と
す
る
本

の
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
す
。 

今
回
は
津
山
市
内
の
高
専
と

高
校
か
ら
10
名
の
「
参
戦
」
が

あ
り
、
チ
ャ
ン
プ
本
に
伊
坂
幸
太

郎
著
『
終
末
の
フ
ー
ル
』
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

 

             

古
代
を
見
つ
め
る 

「陶
棺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催 

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

同
時
交
流 

津
山
市
立
図
書
館
で
開
催 

◎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
♪ 

◎
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル 
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